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|1本 で 2020年 1月 に 突
然 始 ま っ た 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス感 染 は 、 流 行 ・ 表 jIキ

を繰 り返 しな が ら第 8波 の

流 行 期 ま で 行 動 を 制 限 さ

れ て い る 間 、 13年 間 で 約
3,345万 人 が 感 染 し 約

出  71,000人 (政 府 発 表 )が
刀R
死 亡す る 事 態 に な /っ て い

盛 大に開催 す る こ とが 出来 ま した ,

新 型 コ ロナ ウイ ル スが第 5類 感 染症 に移

行 して も、流 行 を想 定 しな が ら感 染 防 止対

策 を講 じて 、2()21年‐度 事 業を進 めて 参 りま

す c

2021イ F16月 l FIに 、 1ト ロ ||「 ||「 人野 第 ‐区
は法 人格 を持 つ地縁 団 体 に認 可 され ま した .

法 人格 を持 ち ま した の で 、 2()21年 9月 27

日に着 工 し 2022年 2月 |こ 完成 、′1月 1日 か

らの供 用 開 始 とな った赤 崎 集 会所 は 、そ の

年 の 6月 に “1日 ]||「 市大野 第 ・区 "名 義 で

法 務 局 に所 有 権 登記 して十 11市 市大野 第
‐

区の財 産 とな りま した .

赤 崎集 会 所 が宮 島 口地域 活 動 の拠 点 とな

り、 コ ミュニ テ ィが 充実す る よ う有 効 。有

用 に活 用 します )

法 人格 を持 った と して も、 人野 第 ‐区の
活 動 に 変化 は あ りませ んc防 災 フ ア ミ リー
大運 動 会・ 夏 まつ り 。餅 つ き 大会 の 3人 行

事 を 中心 に コ ミュニ テ ィカ を 向上 させ なが

ら、福 祉 事業・ 防 災活 動 ・環 境 整備 ・ 防 犯

青少 年 育成 活 動 を展 開 して い き ますっ

区民 の みな さ まの ご 支援 とご協 力な しに

け 日 |lf llf人 野 第
‐区 は 成 立 し ませ ん し、

“住 み続 けた い街 "に な りませ ん。
役 員
‐同 は 、会 員 のみ な さまの ご支援 とご

要マ1を 受 け 、 “住 み続 け た い街 づ く り''の

先頭 に 立ちた い と思 い ます c

区長 野田

ます
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なが ら 自治 会の

が 、 行 動 制 ∫lを ド
き ませ ん で した .

まオし
~で
しまい ま

、政 府 は 2023年 5月 811よ り、1新

ウ ィル ス感 染 症 を 、第 2類 感 染 症
フル エ ン ザ と同 じ行 動 制 限 の 無 い

染 症 |こ 移 行 十 る 」 と しま した´

か |ダ で 2`023年 度 は 、3人 行 事の 防
リーー太運 動 会 ・ 夏 女/)り 。傷|:つ き

い て 1邑 去最 大数 の 参 力‖者 が あ り、
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中jll和之
総務部会
会計担当

燭第彊自齢 鰤碑翻区硼介 令和0年度活動計画組長軍前説明会
この陣営で頑張りますので宣しくご支援願います 総務部会  正月谷 孝幸

5 11 十二1井1脅||さ ノL イ):i亜 fil・ i′

:念 ∫: よ :プ  !」 :i(■ 、 1 ナl l

11ん らヽ始 長ろ
'千

イlt lt rノ ),舌 J],言 |^膏 iべ'事::柔 と 、 1亘

常総 会 ′ヽ ′,提 出議 案な どを■ 1こ |二 事前説 明す

る と、要が ふ ''三
十 ,そ の た |も 、 f)「 ||ヽ fl l度 i!1

動 計 1山 |｀卜|)li li忙 1刊 1会 る」 ||l li3 11 1 11)、 ナ(り !チ 束 |||

I(~ビ ン ターー′
'(ラ

lR――ル 〔1用 lli t´  に 、́ 1'■

l11:「1l k 
―
[1■ りil!コ  11 ~り

‐
■17で ■''11■ イ,、  

′
ll ill1 1 1′ 111・

島,ilj ll L ネ::!i llii、   
ツ
il子麦|す・lil・ llit ll ll 士 '■

｀
‐|■ li T:〔 :プ )1也

城 別 (ノ )‐_部 |lili L l_て お に,Iiす「||、  /● lli tt li
′
●I也「:lk ―II fl´ご|ノ ,||111機 :力 1`1‐ 甘ヒ|ヒ メtl, 、 1 11t′ )||||夕 1女

[′共 1危 し kし た

重枝 和代
総務部会

宮島口 2・ 3丁 目担当

田村 裕子
福祉部会
福面 3丁 目担当

藤井 孝宏
福祉部会長

宮島口東 3丁 目担当

曲
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・ 令和6年度通常総金

総務部会  正月谷 孝幸
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佐久間 正
行事推進部会
宮島口 1・ 4丁 目担当

島 啓二

防災部会長
宮島回上 2丁 目担当

石本 哲郎
行事推進部会長
福面 1・ 2丁 目担当

清田 寛己
総務部会
福面 2丁 目担当

上田 敦子
総務部会

宮島口東 1丁 目担当

藤原 優
環境衛生部会長
宮島口東 2丁 露担当

″一一〓・
・轟一

『
一・ず一警
一

負′ヽ

ソ

　

．

報g_→彗ィ
雫議攣算■

響 ‐

亀邊

眸

,ノ

■
タ
ニ
鳴



防災77ミロ∬中太運動金
行事推進部会  石本 哲郎

5月 19日 (日 )に 、 41圏 日とな る防 災 フ ァ ミ

リー 大運 動 会 が際催 され ま した。前 日まで は 5

月 とは思 えない暑 い 国が続 い てい ま した が 、

当 日は強 い 日差 しが影 を潜 め 、運 動 会 にふ さ

わ しい天候 とな りま した。

柿 の浦太 鼓 の力強 い演 奏 の後 、赤・ 青・ 黄

の 3チ ー ムに よる対抗 戦が行 われ 、か けっ こ、

綱 引 き、玉入 れ な ど、大 人 も子供 も一 緒 に な

って楽 しむ こ とが で きま した。 皆 さん真 剣 に

競 いなが らも笑顔 が あふれ てい ま した。

障 害物 競争 で は 、小 さな子供たちが一生懸

命 に走る姿が可愛かったですね。

綱 引 きで は、 男性 も女性 も渾 身 の力 をふ り

絞 って綱 を引いていま した。

チーム対抗 リレーは、大歓声の中で盛 り上が

りま したね。

チーム対抗リレー

中で も特に人気だったのは、バ ン食い競争だ

ったよ うです。

競技 は一進 一退 を繰 り返 しなが ら、青チー ム

の優勝 とな りま した。

昼食 は全員 で非常食 づ く りを体験 し、炊 き出

しの ご飯 と レ トル トカ レー をい た だ い た の で

す が 、お い しくてお代 わ りを した 人 もい た よ

うです。

お か げ様 で子 どもた ちの笑 顔 と歓 声 が 印象

に残 る運 動 会 とな りま した。 参加 して い ただ

い た 区民 の皆 様 、会 場 の設 営 や 競 技 の進 行 な

どで 協 力い た だ い たス タ ッフの皆様 、本 当に

あ りが と うございま した。

開 会 式
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総務部会  正月谷 孝幸

3月 4日 (月 )に 柿 の浦集 会所 の納 戸 を改修 し

ま した。 これ は大 野第 一 区が認 可地縁 団体 と

して法人 化 され た こ とで 、法律 で定 め られ た

書類 (決 算報 告 書 、財 産 目録 、会議 議 事録 及

び 関係 書類 な ど)を 5年 間保 管 す る こ とが義
務 付 け られ たためです。

納 戸 の約 半分 に仕切 り板 をは め込 み 、書類

用 の保 管 スペ ー ス を設 置 しま した。 役 員 な ど

の 方 々の ご協 力 で 13時 30分 か ら開始 し、 16

時頃 に作 業 を終 了しま した。

ス回―ドてダウン俳戦
防犯青少年育成部会  坂本 幸雄

春 の 交 通 安 全 運 動 の 一 環 と して 、 4月 8日

(月 )。 9日 (火 )の 朝 7時 か ら 8時 まで ピア ク

ック青 葉 台店 前 の歩 道 に の ぼ り旗 を持 って 立

ち、交 通 車 両 に対 し、 ス ピー ドダ ウンを呼 び

か け る 「ス ピー ドダ ウン作 戦 」 を実施 しま し

た。 ここは学壼 の通 学 路 に もな つ てお り、朝

の時 間帯 は交 通 量 の多 さ、 車 の ス ピー ドの速

さで 、危 険性 が特 に高 い道 路 です。

ご協力 いただ きま したボ ランテ ィアの皆様 、

誠 にあ りが と うご ざい ま した。

新 ]年生不棟覺窃仏】
防犯青少年育成部会  坂本 華雄

阿 品台 西 小 学 校 、及 び 大 野 東 小 学 校 の新 1

年 生 の 下校 見守 りが 、4月 10日 (水 )か ら 16日

(火 )ま で 、小 学 校 の先 生 とボ ランテ ィア の随

行 に よ り行 われ ま した。

1年 生 は 下校 初 め で 不安 もあ っ た で しょ う

が 、 引率 終 了場 所 に迎 えに来 られ たお 母 さん

お 父 さん を見 る と、 走 って飛 びつ い て い ま し

た。 次第 に下校 に慣 れ て きた よ うで子供 の成

長 を垣 間見 た 1週 間で した。 ご協 力 い ただ き

ま した皆様 あ りが と うご ざいま した。

春の区肉…蕎清掃
環境衛生部会  藤原 優

当初予定 の 5月 12日 (日 )が 雨天 の為 、26日

(日 )に 延 期 とな つた に もか か わ らず 、 大勢 の

方 に参加 して頂 き誠 に あ りが と うご ざい ま し

た。公 園 な どの除 草や枝 の軽 剪定等 して頂 き、

どの場所 も非常 に きれ い にな った と感 じます。

そ の時 に 「公 園 の本 々が伸 び す ぎて 、落葉

も多 い」 等 の 声 が あ り、翌 日市 役所 に伝 えた

所 、近 い 内 に現 地確 認 して も らえ る事 に な り

ま した。 今 後 も皆様 と協力 して 、 よ り住 み 良

い大野第 一 区を作 る こ とが 出来れ ば幸 いです。
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